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　みなさんこんにちは。私はシンガポール大
使館でコンテンツ産業を担当させていただい
ている白でございます。本日は、シンガポー
ルのコンテンツ産業、そしてシンガポール政
府の役割、政策についていろいろご紹介 した
いと思います。これからは着席して発表させ
ていただきます。
　資料は英語 しかなくて申しわけないのです
けれども、解説のほうは日本語でさせていた
だきたいと思います。それでは始めます。
　まずは国を紹介いたしますけれども、シン
ガt一ルは東南アジアの中心に位置してお り
まして、面積はおそらく東京23区よりやや
大きい国でございます。人口は480万人で本
当に小さな国なのですけれども、おもしろい
のは人口の約25パー セ ントはシンガポール
人ではなくアメリカ人、イギリス人、日本人
などの外国人でございます。そして、シンガ
ポール人の中にも中国系シンガポール人、マ
レー系シンガポール人、そしてインド系シン
ガポール人というのがございまして、非rに
多民族で、コスモポリタンな街と言われてい
ます。
　 したがって、シンガポールでは英語は国の
共通語なのですけれども、ほかには中国語、
マレー語、そしてタミル語も使われておりま
す。昔は実はイギリスの植民地だったのです
けれども、シンガポールは1965年に独立し
ましたが、その当時は国内産業があまり発達
していなかったので国としては海外の企業を
積極的に誘致してきました。近年は、経済の
発展 も順調に進んでおりまして、現在1人 当
た りのGDP(国内総生産)は 、日本を追い
抜 くまで成長してきました。
　現在、GDPの約22パー セ ントは製造業に
なっております。おそらくシンガポールに行
かれた方は、「シンガポールには製造業が無
い」というような勘違いをしてしまうんです
けれども、実はシンガポールは電f産業、化
学産業、バイオメディカル産業というような
製造業も非常 に盛んです。そ して、 シンガ
ポールは日本と昔か ら長年の付き合いでやっ
てきまして、現在も緊密な関係を保っていま
す。シンガポールに事業を置いている日本企
業も非常に多 くて、旭化成、NEC、富L一通、
そしてゲーム会社のコーエーという例 も挙げ
られます、
　 シンガポールで1965年に独立 して以来、
産業育成を担当していたのは、EDBという
シンガポール経済開発庁でした。時代によっ
てシンガポールの産業形態もだんだん変わっ
ていますけれども、昔はもちろん労働集約型
であったのですけれども、時間につれてだん
だん技術集約型、そ して最近になっては知識
集約型の産業に変わってきました。そして、
90年代からはメデ ィア産業、 コンテンッ産
業を積極的に育成 してきました。
　シンガポールは、おそらく日本と違って若
い人は結婚するまでは家族ど 一緒に住むのが
一般的なので、人口は400万人以上なのです
けれども、テレビ台数は人口の20パー セ ン
トに留まっています。そして、ケーブルテレ
ビも契約 している家庭が近年増えてきました
けれども、主なサービスプロバイダーという
のはスターハブ、そしてシングテルという大
手の通信会社です。インターネットの場合
も、おそらく韓国に次いでアジア地域では普
及率の高い国だと思うのですけれども、おも
しろいのはインターネッ トユーザーのうち
50パー セ ントぐらいはオンラインゲームを
やっているということと、あと75パー セ ン
トぐらいはSNSサービス、ソーシャル ・
ネットワーク ・サービスを利用しているユー
ザーがいます。携帯電話の普及率も100パー
セ ント以上という数字ということは、おそら
く携帯電話を2機以上持っている方もかなり
いるということがわか ります。
　続いて、スターハブとかシングテルという
大手通信会社は、シンガポールで電話サービ
ス、そしてインターネット、ケーブルテレビ
などのサービスを提供 しています。そ して
今、無料の地上波テレビを提供しているのは
国内の企業であって、メディァコープという
会社でございます。シンガポールでインター
ネットのユーザーの中で最も人気のあるポー
タルサイ トというのは何かと言います と、
やっぱり英語が通 じるからアメリカのサイ ト
が非常に人気であります。検索サイトのグー
グル、ヤフー、そしてビデオサイ トのユー
チューブ、といったところに人気がございま
す。
　コンテンツ産業については大まかに見ます
と二つに分け られて、伝統 的メデ ィアと
ニューメディァというのがございます。出
版、そして映画というコンテンツは伝統的メ
ディアでして、デジタル化が普及することに
よってゲーム産業とかインターネットメディ
アをニューメディァとして見ています。政府
の視点か ら見 ます と、伝統的 メデ ィァと
ニューメディアを同時に育成 していくことを
目指しています。
　シンガポール政府は、先ほど申し上げたよ
うに経済発展の主幹としてコンテンツ産業を
積極的に育成 していきます。2015年までに
実は目標がございまして、それは何かと言い
ます と1万 人の新規雇用と100億のシンガ
ポールドルの経済付加価値でございます。シ
ンガポールは非常に小さな国なのですけれど
も、実はそのメリットがありまして、何かと
言いますと政府と各企業といろいろ意見交換
をすることが簡単にできるので、その企業の
ニーズにこたえるような政策を実施すること
は簡単にできます。そして、複数の官庁の協
力を得て、先ほど申し上げた言i価を実現する
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ことも簡単にできます。
　現在シンガポールのコンテンツ産業に関す
る政策には重要な五つの柱がございまして、
後ほど詳細に紹介 したいと思います。紹介す
る前に、まずシンガポールでコンテンツ産業
を担当する主な官庁を紹介 したいと思いま
す。まずは、先ほど申し上げたシンガポール
EDBなのですけれども、海外の企業をシン
ガポールに誘致して、そして海外の1/?　に対
していろいろサポート、インセンティブなど
を提供 しているところです。そ して、2003
年に設立されたメディア開発局(MDA)で
すけれども、これらが同時にシンガポールの
コンテンツ産業を担当しています。MDAは
シンガポールの国内の地元企業を育成してい
くことがメインの役割でございます。そし
て、EDBとMDAは コンテンツ産業のイン
フラとして人材育成などを協同にやっていき
ます。
　 さて、先ほど申し上げた五つの柱について
若干紹介 したいと思います。
　第一の柱は海外の企業を誘致することでご
ざいまして、実はEDBは90年代から国際放
送会社を積極的に誘致してきまして、現在、
シンガポールにオフィスを構えている国際放
送会社は、数多 く、ソニーピクチ ャーエン
ターテイメント、MTV、ディスカバ リー
チャネル、のような会社もございまして、彼
らは充実 したインフラを生かして、もちろん
シンガポールだけではなくアジア諸国へのテ
レビ放送、アップリンク、プログラミングな
どを行っています。最近ではシンガポールの
オフィスからモバイル、あるいはインター
ネットの新 しいプラットフォームを通じて新
しいコンテンツビジネスも始めました。そう
いう放送会社だけではなくて、テレビ番組を
制作する会社も続々とシンガポールに進出し
ています。その例の一つであるのは、アメリ
カの会社なのですけれども、マーク ・バー
ネットという非常に有名な監督で、アメリカ
で 『ザ ・アプ レンテ ィス』 とか 『サバイ
バー』とか 『ザ ・コンテンダー』という番組
を制作 したのですね。マーク ・バーネットは
子会社をシンガポールに設立 しました。『ザ・
コンテンダー』は、実はシンガポールで撮影
をしました。シンガポールのビジネス環境と
シンガポールで行った撮影について、非常に
好意を持っていただきまして、アメリカより
撮影がうまく行えたと言ってくれました。続
きまして、シンガポールのゲーム産業をご紹
介したいと思います。ごらんのようにアメリ
カの会社、そしてIffiの場合はコーエーがシ
ンガポールに進出して、シンガポールでコン
テ ンツ開発機能を設置してお ります。コー
エーの場合は、『{国志オンライン』という
オンラインゲームを開発していましたけれど
も、現在はおおよそ50人のスタッフがシン
ガポールにいます。こういった会社がなぜシ
ンガポールを選んだかと言いますと、一つの
理由は、おそらくシンガポールは非常にコス
モポリタンなまちで、そういう意味では様々
な人材を集約することは簡単にできるという
ことが考えられます。シンガポールから新 し
いビジネスを開拓 しようと思っている企業 も
ございます。イタリアの大手アニメ会社は人
気アニメシリーズを制作した会社で、アニメ
シリーズをオンラインゲーム化するというよ
うな考えがございまして、今後はシンガポー
ルから新しいビジネスを開拓する予定でござ
います。日本からもコーエーと同じレベルの
会社が、ビジネス環境が整っているためシン
ガポールに進出しました。インターネット産
業に行 きますけれども、アジア諸国のイン
ターネット普及率を見ると、やっぱり上昇傾
向にございまして、アメリカの会社もだんだ
ん増えてきまして、中にはヤフーとかグーグ
ルという大手が ございます。彼 らはシンガ
t一ルで、このアジアのマーケットを管理す
る地域本部を設置しています。彼 らにとって
シンガポールのメリットには、法人税率力抵
いことや簡単に人材を見つけることができる
という点が考えられます。
　 第二の柱は、地元の企業を育成することで
ございます。先ほど申しLげたように、シン
ガポールには国際放送会社がたくさんありま
すけれども、政府は地元企業の育成を促進す
るため、最初は、 ドキュメンタリーという分
野をメインターゲッ トに、2001年にディス
カバリーと750万米 ドルのファンドをつ くり
ました。そして、2006年にドキュメンタリー
以外に、エンターテイメント、アニメ関係の
ファンド、これには600万米 ドルのお金をつ
くりました。このファンドのほうは何かと言
いますと、ある国際放送会社がファンドの資
本を半分投資します。そ して、放送会社はシ
ンガポールの各委託スタジオと、まずはある
テーマを出して各制作スタジオからプロジェ
クトアイデアだとか、コンセプ トを募集 しま
す。そして選ばれたアイデァを、そういう放
送会社のプロデューサーが指導して、シンガ
ポールの制作企業の成長につなげるのです。
そ して、完成 したプログラムは放送会社が
持っているネットワーク、チャンネルなどで
世界中に放送されるようになります。プロ
ジェクトの例を挙げてみますと、『LaMB』
というアニメ作Rnuがござい ます。 これは
EDBとのファンドでつくられた作品なんで
すけれども、アニメ会社2社 がアニメをつ く
る指導を受けて完成したものでございます。
作u17L1は、テレビだけではなくてオンライン、
モバイルのスマー トフォンにも配信する予定
でございます。続きまして、アニメの共同制
作のモデルを説明いたします。シンガポール
のアニメスタジオは、まず海外の共同制作会
社と組んでプロジェクトの内容、投資金額、
などを決めます。そして、シンガポールのス
タジオはMDA(メ ディア開発局)と相談し
て、話がうまくいけばMDAが そういうプ
ロジェクトへ参入とか投資することは口∫能で
ございます。例えば、プロジェクトの予算の
50パー セ ン トが海外 のス タジオが担w:iに
なって、残 りの50パー セ ントがシンガポー
ル側にな ります。残 りの50パー セ ントの半
分 ぐらいはMDAが 投資することになって、
この形でシンガポールのアニメスタジオを育
成しできます。地元のアニメスタジオが最
近、ニュージーランド、カナダ、そして香港
などの共同制作のプロジェクトに携わりまし
た。彼らは、やっぱり海外の共同制作相手が
持っているブランドとしてノウハウをうまく
生か して、世界中のテレビ局、そして配信
パー トナーに売りやすい作品をつくります。
もちろん、アニメのプロジェクトだけではな
く、映画会社とのプロジェクトにも投資 して
います。国内の大手放送会社のメディアコッ
プに、関連会社であるメディアコップピク
チャーズという会社があるのですけれども、
この会社は香港、中国など、いろいろ協力プ
ロジェクトをつ くりました。
　 第三の柱は、人材育成です。コンテンツ産
業に不可欠なのは優秀な人材、そしてクリエ
イターたちでございます。シンガポールでコ
ンテンツ産業を育成していくには、人材の教
育に力 を入れなければなりません。そこで
EDBは、企業を誘致す ることだけではな
く、優秀な学校 もシンガポールに誘致してき
ました。ここ数年間、アメリカの有名な専門
大学、ニューヨークのNYUな ど有名な学校
をシンガポールに誘致 してきまして、現在は
シンガポールでアジァキャンパスを持ってい
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ます。この学校は、シンガポール入の学生も
そうですけれども、アジア諸国からの留学生
をターゲットしています。おもしろいのは、
アジアに関心を持っている例えばアメリカ人
とかヨーロッパ人が、わざわざシンガポール
の新しいキャンパスにやってきます。最近、
アメリカで有名なアーティストがシンガポー
ルに新しい学校を設立しました。ハリウッド
でriから蓄積してきたノウハウとか経験を新
しい学校で伝えようとしています。これらの
学校はシンガポールにいることによってシン
ガポールでスタジオを持っている企業にとっ
ては非常にメリットがあるのじゃないかなと
思われます。そして、シンガポールの高等教
育機関の幾つかは、日本に例えると専門学校
みたいな存在なのですけれども、ゲーム会社
と一緒に組んで人材の開発をしており、大変
人気があります。おそらくコーエーとか海外
でスタジオを持っている企業にとっては非常
にメリットになります。人材育成で重要なの
は学較 だけではなく、プロジェクトに参加す
ることが大事だと思います。そこで、政府は
特別なプログラムを作 り、海外で有名なスタ
ジオをこのプログラムのパートナーとして招
待 しています。こういったスタジオでは、優
秀なシンガポール人のプログラマー とか、
アーティス トなどを自由に選択して、そして
海外のスタジオに送って、海外で研修を受け
させます。おもしろいモデルというのは、政
府がすべてのコス ト、すべての費用を負担し
ますので、スタジオ側のコス トは全くありま
せん。今まで日本の場合は、コーエーなど
は、このプログラムに参加していただきまし
た。ほかにもアメリカや、最近は韓国大手の
会社ともプログラムを始めました。研修生
は、 トレーニングが終わったときにシンガ
ポールに戻 らなければなりませんけれども、
こういった海外のスタジオはシンガポールの
オフィスで雇用したかったら、もちろん研修
生を雇うことができますので、そういうふう
に効率的に新しい事業を立ち上げることがで
きます。実は、コーエーも昔、この経緯でシ
ンガポールオフィスを立ち上げました。シン
ガポールにとっては、人口は少ないので、海
外の人材を誘致することも大事でございま
す。そのため政府は、いろいろ工夫して、例
えば入国管理の規制を緩和することによって
労働ビザなどを簡単に取れるようにしていま
す。そして、外国人にとって住みやすい場所
としていろいろと努力しています。例えば生
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活基準の高さなどを維持したり、あるいは教
育制度を向上させた り、医療施設のインフラ
などを高くしたり、そういうふうにしていま
す。個人の所得税率 も、現在最大20パー セ
ントの程度でございまして、メリットがござ
います。30力国以上からスタッフが集まり、
シンガポールに集約することができ、そこか
ら生 じる高い創造性をうまく生かすことに
よってこれからシンガポールからグローバル
なコンテンツを企画することができると思い
ます。
　 第4の柱は、研究開発でございます。国の
戦略として知識経済化するためには、やっぱ
り製造とかも重要だと思いますけれども、ほ
かにも育成すべき産業がございます。シンガ
ポールの首相であるリー ・シェンロンは、コ
ンテンツ産業も一つの分野 として挙げられま
した。そのため、先ほど紹介 した官庁である
MDAと かEDB、各官庁のスタッフから新
しいオ フィスが設立 しま して、IDMPO
(lnteractive&digital　med a　program
office)という新 しいオフィスではアニメと
か画像処理などのプログラム、コンピュー
ター、インターフェイス、数多 くの分野の技
術を今検討しているところでございます。シ
ンガポールの国立大学はNUSと言うんです
けれども、日本の慶鷹.大学と提携してメディ
ア技術のセンターを設立しました。これは、
先ほど紹介 した新 しいオフィスのIDMPO
と、企業が資本を半分ずつ提供することに
よって実現できたプロジェクトでございます
が、これからはおそらくNUSと慶鷹大学の
教授が協同的にこれから研究開発プロジェク
トに取 り組む予定でございます。そして、日
本だけではなくアメリカで有名な工業大学
MITもIDMPOと提携 しており、2007年に
はシンガポール人の研究者をMITのキャン
パスに送って、そちらで協同プロジェクトに
参加することによってシンガポール人も知
識、あるいは経験を蓄積することができまし
た。最近のバーチャルワールドが世界中に広
がっていますけれども、『セカンドライフ』
というアメリカではやっているバーチャル
ワール ドというのがあって、それを制作 した
会社というのがリンデンラボという会社で、
リンデンラボも最近、開発センターをシンガ
ポールで設立 しました。現在、20人のエン
ジニアとかソフトウェア開発者を雇ってシン
ガポールからデジタルサポー ト、そして新し
いコンテンツも開発 しようとしています。
　 そして最後になりますけれども、第5の柱
は、インフラを構築することでございます。
シ ンガポー ルの もう一つ の官庁で ある
IDA、情報通信開発庁は、マスタープラン、
「インテリジェント・ネーション2015」を企
画 しました。そのマスタープランの内容は、
最先端のICT技術を利用 して、シンガポー
ルの各分野を更新して、そして各分野に新 し
いコンテンツサービスなどのビジネスチャン
スをつ くるということで、分野は教育なと編
広くカバーしています。そして、これからは
次世代のブロー ドバンドネットワークを全国
でアクセスできる環境をつ くる予定でござい
ます。2012年までに全国にブロー ドバ ンド
ネットワー久 そして高速の無線接続も実現
する予定でございます。もちろん、このプロ
ジェクトに参加するのは、先ほど紹介したシ
ンガポールの大手通信会社のスターハブとシ
ングテルなどです。
　 それから、コンテンツ産業を育成するため
に新 しい施設も現在、建設中です。シンガ
ポールの西部にございまして、名前はメディ
アポリスというのですけれども、シンガポー
ルの都 已・からは非常に近い場所に位置してい
ます。このメディアポリスの面積は、およそ
19ヘクタールということで、ワンノースと
いうところにございます。ワンノースは何か
と言いますと、実は既にバイオメディカル産
業の研究開発中心地であるバイオポリスとい
うところがございまして、最近もITサービ
ス、そしてエンジニアリングの研究開発ハ
ブ、「フユージョノポリス」という所 も最近
オープンしました。各メディア産業もこれか
らワンノースで発展することが可能ではない
かと思います。
　 メディアポリスは、おそらく2012年まで
に完成をすることが想像されます。メディア
ポリスのコンセプトというのは、いろいろな
会社、制作会社 とかプロダクション会社 と
か、あるいはテレビ放送会社、配信会社、そ
して教育機関、全部を集約することによって
コンテンツの基盤をつくるということです。
各企業が身近にあるということで生じるメ
リットというのは、ある意味交流のチャンス
も増えると思うし、そしてメディアポリスが
提供するサービスも利用することが簡単にで
きます。例えば共有スペースとか、サーバー
ファームなどの利用があると思います。
　以上が政府の計画ですけれども、最後に日
本の企業にとってはどのようなビジネスチャ
ンスがあるかについて少し紹介 したいと思い
ます。いろいろな"∫能性が日本企業にもある
と思いますが、例えば、優秀な制作スタジオ
との共同制作をすることもuJ能だと思いま
す。あるいは自社のスタジオをシンガポール
につくってコンテンツ制作を行ったりするこ
とも可能ではないかと思います。あるいは、
シンガポールをベースにしてグローバルなビ
ジネス展開、コンテンツ配信、IT関連事業
の展開などをすることも可能だと思います。
それに対するシンガポール政府のサポー トで
すが、これも様々なサポー トがございます。
簡単に説明しますと2種類ございまして、一
つは優遇税制措置でございます。政府の方針
というのは、現在の法人税は17パー セ ント
ですけれども、優遇税制措置がありますと、
それより低い税率になる可能性 もございま
す。もう一一つが、補償金ということで、例え
ばシンガポールで新しいコンテンツ、あるい
は新しい技術を開発する興味を持っている企
業は、プロジェク トの予算の最大30パー セ
ントを政府が補償金という形で出すことも可
能でございます。すべてのサポー トは会社ご
とに変わっていきますので、いわゆるカスタ
マイズのパッケージにはなります。どうぞご
興味を持っている方は後ほど声をかけていた
だければ幸いでございます。
　これで私からの報告を終了させていただき
ます。ご清聴ありがとうございました。
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